A Note on the Concept "Culture" by 圓増 治之
長野大学紀要 第16巻第1I2号合併号 84-92頁 1994
｢教養｣の概念について
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92 囲増治之 ｢教養｣の概念について
くれる些末な事柄についての情報に向かう｡かつ
てなら､サロンでひそひそ鳴かれたスキャンダル
もいまや公然と公器たる電波を介して地球をかけ
めぐり､世間の人々の耳目を強引に引くことにな
る｡
たとえば､英国王室のスキャンダルに人々はマ
スコミ報道によって否が応でも興味を引き寄せら
れることになる｡英皇太子妃の結婚生活の内幕を
暴露した 『ダイアナ妃の真実』という本は発売以
来半年もたたないうちに英語以外の22カ国語に翻
訳され､全世界で300万部が売られ､著者のもとに
は日本円にして6億円以上が転がり込んだという｡
いまや英王室スキャンダル報道は1兆円産業｡こ
れに群がる報道陣もあさましければ､彼らによっ
て伝えられた情報をむさぼり読む人々もあさまし
く､自ら心を貧しくしている｡
かつて一切の財産を捨て､キリストの愛と清貧
のうちに生きた ｢フランチェスコ派｣のモットー
に､｢何ももたぬものこそ､すべてを手に入れるも
のなり｣(nihilhabentes,omniapossidentes)と
いう言葉があるが､過剰な情報の氾濫の中で知 り
たいと思う (あるいは､その実それについて知 り
たいと思うように仕向けられた)情報のすべてが
手軽に手にはいる今日の人々については､この言
葉を裏返して､｢すべてをもつものは､何も手にい
れぬものなり｣(omniahabentes,nihilpossiden-
tes)といえるのではないだろうか｡
(追記) この研究ノー トは､平成5年度長野大学
特殊研究助成金の交付を受けた研究の成果の一部
である｡ゆくゆくは本格的な論文に纏めあげてい
きたいと考えている｡
(えんぞう はるゆき 教授)
(1994.3.31受理)
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